


　日本政府による朝鮮半島の植民地支配時から数えて、在日コリアンの歴

史は大きく 100 年を刻む。今や一世と呼ばれる世代も高齢化を迎え、介

護の問題に直面している。NPO 法人コリアンネットあいちでは、そのよ

うな問題に立ち向かうため、在日コリアン高齢者へのデイサービスに力を

入れ、現在愛知県下において 3 つのデイサービスセンターを運営している。

このほかにも、障がい者の自立支援、子育て支援、社会教育、国際交流な

ど活動は多岐に渡り、三世・四世といった新たな世代にも民族としての「誇

り」を持って生きてほしいと日々奮闘している。

日本に暮らす移民の背景も多様になり、グローバル時代を迎えた今日、

100 年もの歴史を持つ在日コリアンから学ぶことがたくさんあるのではな

いだろうか。自身も在日コリアン二世である事務局長の金順愛（キム・ス

ネ）さんにインタビューさせていただいた。

 INTERVIEW 1 外国人自助組織

　「自分たちのアイデンティティを大切に、ゆったりと老後を
送ってほしい」。そのような願いが形になったものがデイサービ
スセンター「マダン（広場）」である。日本における介護保険制
度の始まりを契機にコリアンネットあいちでは在日コリアンを
対象とした介護保険事業を始めた。現在は、大曽根（名古屋市
北区）、瀬戸市、太田川（東海市）の 3 地域で、マダンを運営し
ている。
　レクリエーションには、朝鮮の伝統的な遊びや歌を取り入れ、
昼食は朝鮮の家庭料理を提供している。マダンの中では朝鮮語
での会話もよく聞かれ、利用者さんのことを、アボジ（お父さん）・
オモニ（お母さん）あるいはハラボジ（おじいさん）・ハルモニ

（おばあさん）と呼ぶなど、アットホームな空間づくりを心掛け
ている。

「今がいちばん幸せ、ここが帰ることのできない故郷の代わり、
と利用者さんに言って頂くと本当に嬉しいです」と金さん。「自
分たちの知らない伝統や歴史を知る一世のアボジやオモニから
勉強させて頂くことはたくさんあります。私たち運営者側も毎
日が学習です」。

　在日コリアンの高齢者の皆さんにとって憩いの場所であるマ
ダン。「ここに来るのが生きがい」と語る利用者さんも多数いる
中、現在の日本の介護保険制度が弊害になっている。コリアン
ネットあいちでは居宅介護支援事業所（ケアマネジャーが常駐
する事業所）を運営しており、ケアマネジャーが一人一人の状
況に合わせてケアプランを立てている。現在の介護保険のシス
テムは、大企業が利用者を抱え込むことを防ぐため、ケアマネ
ジャーが担当する人のうち 90％が同じ通所施設に通うとケアマ
ネジャーとその事業所がつながっていると判断され介護報酬が

減算されるようになっており、コリアンネットあいちも例外な
くその制度が適応されている。しかし、コリアンネットあいち
では「マダンを使いたいからケアプランを立ててください」と
マダンの利用を希望して尋ねてくる在日コリアン高齢者が多く、
現行のシステムのままではその全員の要望を受け入れられず、
更に運営が厳しい状況が生まれているそうだ。金さんはこの状
況を理不尽に思い、県に申し入れをしたが、外国人だからといっ
て特別扱いはできないとの回答だった。「わたしたちは差別をし
ていません。だから同じくしてくださいと言われますが、在日
外国人が日本の社会の制度の中だけでやっていくのはハードル
が高いです。差別をしないのは当然ですが、区別はしてほしい。
今の日本の制度はマイノリティに対しての救済がなされないま
まのものが多いのではないでしょうか」と力強く語った。

　コリアンネットあいちではボランティアのことを「ポラム
ティア」と呼ぶ。ポラムとは朝鮮語で「生きがい」や「やりが
い」の意味であり、その単語を派生させ、ポラムティアとなっ
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千羽チョゴリに思いを込めて

写真：デイサービスセンター ( マダン ) の様子。アットホームな雰囲気が伺える。　

NPO 法人コリアンネットあいち

「歴史の糸を紡いでいく！   
～新たな時代の共生のかたち～」

２ たぶんか便り



た。3 月 11 日に東日本を襲った未曾有の大災害。コリアンネッ
トあいちも被災者支援のために立ち上がった。「同胞だけでは
なく、とにかく被害に遭われた皆さんの励みになれないかなと
思って」と金さんは想いを語った。5 月 22 日には新しくオー
プンしたばかりの、ゆめマダン（東海市）にて「東日本復興支
援　在日コリアン福祉フェア」と題したチャリティーイベント
を開催し、イベントで得た収益を東海市の姉妹都市である岩手
県釜石市と東北朝鮮初中級学校、福島朝鮮初中級学校に義援金
として送った。
　また、現在は、マダンに通っている利用者さんやポラムティ
アさんを中心に千羽鶴ならぬ、千羽チョゴリを作り、被災地に
送り続けているそうだ。色とりどりのチョゴリ、その一枚一枚
に皆さんは東日本への思いを込めている。「日本の伝統である
折り紙と朝鮮の民族衣装であるチョゴリを組み合わせました」
と、金さん。「国籍の垣根を越えて、支援したい」そんな皆さ
んの熱い気持ちは必ず被災地に届いているだろう。

　

　現在では三世や四世の世代が誕生し、自分のルーツをあまり
知らないで成長する在日コリアンも多い。
　「先日、ウリハッキョ（私たちの学校＝朝鮮学校）で伝統的な
料理をメニューとした給食を生徒のオモニやポラムティアの協
力を得て提供しましたが、葉っぱを包んで食べる習慣があるこ
とや、スプーンでご飯をよそうことなど、今までは家庭の中で
自然と伝わっていたことを知らない子どもたちがいることに驚
きました」と少し寂しげな表情をされた金さん。「今までは自然
と伝わっていた伝統や風習を教えていかなくてはいけない時代
になったのですね」と続けた 。
　また、金さんはこうも語ってくれた。「ニューカマーのコリア
ンはオールドカマーの私たちを別の民族のように捉えているよ
うですが、大きな歴史を一緒に抱え、いずれは日本社会をとも
に変えていく仲間であることを彼らには忘れてもらいたくない
です。長期的には在日外国人が地域で尊重し合える社会になる
ことを望んでいます。」

　金さんが繰り返し語ってくださったこと、それは「私たち
は日本社会に向けて常にコリアン文化を発信していかなくては
いけません」という言葉である。
　「コリアンの文化を伝えるイベントを定期的に開催していま
すが、日本人の参加者は少ないです。発信した情報は受け取る
側がいて、はじめて意味をなします。現代の子どもたちにはコ
リアンの文化を理解・尊重して差別のない大人になってほしい
です」と語った。
　インタビューの最後、「一世は獣のように扱われ、二世は日
本人に負けたくない、差別されたくないという一心で精いっぱ
い走り続けました。三世や四世の代になり、ようやく日本人と
共に生きるということが実現されてきています」と話す金さん
に笑顔がこぼれた。長い歴史を経て、「共に生きる時代」を迎
えた現在。これからも、この長い歴史のうえに作られた貴重な
バトンを後世に渡していかなくてはならない。
　　　　　　　　　　　　　　（文責：永井真衣香・河村槙子）

住所：〒 462-0825　名古屋市北区大曽根 4 丁目 6 番 60 号

 TEL： 052-910-3309     E-mail： kn-aichi@oregano.ocn.ne.jp 

  HP：http://www.kn-aichi.or.jp/

 NPO 法人コリアンネットあいち

写真：マダンで働くスタッフさんと利用者の皆さん。

写真：子どもたちにコリアの伝統的な踊りを教えている。　

日本社会に向けての発信が肝心

写真：東北朝鮮初中級学校の学生たち。

「自然と継承される伝統」から
「教え伝える伝統」の時代を迎えて
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　一人は日系ブラジル人の門馬千秋 ( もんまちあき ) さん。

息子の大輔くんは生後 9 カ月で、現在は仕事と育児を両立

しようと頑張っている。もう一人は中国出身の周蔚 ( シュ

ウイ ) さん。現在妊娠 8 カ月で、赤ちゃんの誕生を心待ち

にしている。夕方、門馬さんの自宅で手作りプリンをご馳

走になりながら、二人に話を聞いた。留学生の私は、日本

で出産・子育てするという人生の新しい段階を迎える外国

人ママたちの勇気にとても感心し、二人から母としての愛

情と強さを感じた。　

 「新しい命を迎えて
 ～日本で出産・子育てのママ～」

　妊娠して、病院やクリニックに検

査へ行ったあと市役所で母子健康手

帳を受け取った。母親用と赤ちゃん

の成長記録用の 2 冊がある。周さん

は母親用は中国語版、成長記録用は

中国語版がないため日本語版を使っ

ているが、門馬さんは両方ともポル

トガル語版を使っている。しかし、

二人の持つ翻訳版の母子健康手帳は

それぞれ手帳のサイズより大きく、

カバーに入らない。周さんは、携帯

するのが不便だから両方とも日本語

版にしておけばよかったと呟いた。

　妊娠時は、日本の病院やクリニッ

ク、市の保健所が提供するサービス

を無料や少額負担で利用することが

できる。周さんは、保健所の「マザー

クラス」に 3 回、病院で行なう講習

にも 3 回通ったそうだ。その内容は、

妊婦の栄養バランスを確認したり、

赤ちゃんのおむつ替えやお風呂の入

れ方などを教えたりするものである。

周さんは「果物の食べすぎは体を冷

やしたり、糖分の取りすぎが赤ちゃ

んの体重増加を招いたりするので控

えるように栄養士に注意された」と

笑いながら話した。また、同じく中

国出身の旦那さんもパパ向けの妊婦

体験講座に参加したそうで、実際に

赤ちゃんに相当する重さのものをお

腹に巻いた写真を私たちに見せてく

れた。

　門馬さんは妊娠した時に「ままプ

チさろん」のヨーガを受けたことが

ある。しかし、その他の講習はいつ

も満員になっていて参加できなかっ

たという。これらの講習や教室につ

いて、二人は「参加者のなかでいつ

も自分一人だけが外国人だった」と

話した。二人は「自分は日本語がで

きるから、講座にも参加しやすかっ

たが、日本語ができない外国人であ

れば、自国に帰って出産する人もい

るのではないか」と話し、周さんは

実際に知り合いの中でもそのような

人がいると言った。

 ゲストプロフィール
 門馬千秋 ( もんまちあき）さん
　ブラジル出身。仕事をきっかけに

来日。 平成 21 年度愛知県委託事業

（緊急雇用 創出事業）にて当団体の

スタッフを務める。昨年 12 月に長

男大輔くんを出産。

 周蔚（シュウイ ) さん
　中国出身。大学院への留学をきっ

かけに来日。大学院卒業後は日本の

企業に就職。平成 21 年度愛知県委

託事業（緊急雇用創出事業）にて当

団体のスタッフを務める。

 INTERVIEW2 外国にルーツをもつ人々

母子手帳から始まる

写真右：ポルトガル語に翻訳された母子手帳。　

写真左：生後９カ月の大輔くんを抱きかか
                 える門馬さん。　
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　二人とも日本政府が提供する出

産育児一時金は出産費用の負担が

減るためとても助かると話した。

また、周さんは日本では旦那さん

が出産に立ち会えるとわくわくし

た表情で語った。「中国では出産に

旦那さんが立ち会うことはあまり

聞いたことがない。しかも、出産

直後の感染を防ぐためにすぐに赤

ちゃんと母親を引き離し、数日経っ

た後で面会させる。一方、日本で

はすぐに赤ちゃんを抱っこしたり

母乳をあげたりすることができる」

と、周さんは期待に満ちた口調で

教えてくれた。門馬さんは、日本

の授乳室にある設備が素敵だと目

をきらきら輝かせた。ある空港の

授乳室には授乳用にソファーやお

湯が置いてあり、別の施設ではミ

ルクを無料で提供しているところ

もあるそうだ。

　そして、二人に自国のことについ

て尋ねると、門馬さんは「ブラジル

では出産前にパーティーを開き、親

戚や友人からベビーグッズやオムツ

などのプレゼントをもらったり、大

きくなったお腹に人の顔の絵を描く

ゲームをしたりする」と教えてくれ

た。食事については、傷口が化膿す

るため卵と豚肉を避けたほうがいい

と言われているそうだ。その話を聞

いた周さんは、「中国では大丈夫だ

よ」と自国と異なる言い伝えにびっ

くりしていた。

　周さんは妊婦が出産後の一か月間

をかけて行う「坐月子（ズォユエズ）」

* という体調を回復するための習慣

をとても大事にしている。例えば、

母乳が出るような料理を食べること

や髪の毛を洗ってはいけないことな

どである。人の体質にもよるが、中

国では出産後の女性が髪の毛を洗う

と片頭痛になるとよく言われている

そうだ。今度は反対に門馬さんが唖

然とした表情で、「一か月も髪を洗

わなくて我慢できるの？」と返答し

た。

　日本で驚いたことと言えば、周さ

んは日本人女性が出産直後に「里帰

り」することだと言う。誕生直後に

1,2 カ月ぐらい父親と離れるのは、

赤ちゃんの顔を見たいお父さんたち

にとっては可哀そうではないかと

言った。一方門馬さんは、今は変わっ

たが、少し前には日本人男性があん

まり赤ちゃんを抱っこしないことを

不思議に思っていたと話した。

　門馬さんは昨年 12 月に大輔くん

が生まれてから最初の 3,4 ヶ月は自

分一人で面倒を見ていたため、スー

パーに行くにも連れて行かないとい

けないことに苦労したという。今年

3 月に母親がブラジルから来日し、

6 月には入れ替わりで義理の母親も

手伝いに来てくれた。今は近所の託

児所に大輔くんを預け、仕事に復帰

した。日本での生活は、共働きしな

いと生活が難しいという。一方、周

さんは自分の母親を中国から呼び寄

せるために入国管理局に申請書類を

出していて、その後、義理の母親に

来てもらおうと考えている。これは

「坐月子」によって母体の体調回復

を重んじるため、料理や赤ちゃんの

面倒などは一人では賄えないという

考えからきているのだ。

　最後に、二人にお互いへの応援

メッセージをお願いした。門馬さん

は、「電話してください。いつでも

相談に乗るよ」と周さんに優しく話

した。周さんにとって母国を離れて

出産や子育てをしている先輩の言葉

はこれからの心配や不安を和らげて

くれたのではないだろうか。周さん

は、門馬さんが育児と仕事で日々寝

不足であることを聞いて「よく寝て、

無理しないでね」と言葉を返した。  

                                       （文責　張雅婷）

*「坐月子」：産後 1 カ月の間に行わ

れる一種の習慣。食事をはじめ日常

生活まで様々な規定がある。例えば、

外気に当たってはいけない、電子機

器を使用してはいけない、水に触っ

てはいけないなど。

記者あとがき
二人と出会ったのは 2 年前ですが、
この間に、二人ともママになりまし
た。インタビューの間、周さんは大
きくなったお腹を両手でさすり、門
馬さんは大輔くんをあやしていた。
そんな姿や愛情と期待に満ちた笑顔
に母の力を感じました。

日本での便利さと不便さ

子育てと仕事をめぐって

写真右：妊娠８カ月の周さん。　

写真上：おなかに手を置き、赤ちゃんを　 　
気遣う周さん。　
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、
　2009 年 10 月 8日に NPO法人格を取得してから、今年度で
　3期目を迎えます。今年度は、東海地域の多文化共生の促進
　に不可欠な中間支援組織としての機能の強化を目指します。

多文化共生について一人でも多くの方に理解していただけるよ

う、講演会やセミナーに講師を派遣しています。基本的な概念や

各地の取り組み、「日本語学習」や「子どもの教育」といったテー

マ別の現状と課題等についてお話します。また、同様の研修会や

ワークショップ等の企画およびファシリテーションも行います。

国際交流協会、市役所等で働く相談員のために、相談の基本や外国人の利用

できる制度等について自学自習で学べるハンドブックを作成します。ハンド

ブックの編集には、市役所や国際交流協会、NGOで相談を受けている方々

に参加していただき、より実用的なものを作成します。

愛知県内の多文化共生にかかわる組織・団体（自治体、国際交流協会、

NPO／NGO、外国人自助組織など）の概要や取り組み等を紹介する「多

文化共生データブック」を作成します。

昨年度、当団体は愛知県から「多文化共生コミュニティ状況等実態調査事業」を受託し、愛知県内 10 地域にお

いて外国人コミュニティ *の調査を行いました。調査の結果、外国人住民にとって “日本人住民との交流の場 ”“ 自

国のアイデンティティの保持 ”“心理的安定 ”など外国人自助組織がもつ様々な機能や意義が明らかになりました。

今年度は、外国人自助組織の活動支援や活動紹介イベントの開催等を通じて、外国人自助組織を支点とした多文

化共生社会づくりに取り組みます。

*「外国人県民が集まって住んでいる地域や集まって活動している場」（愛知県委託要項より）

講師派遣

「外国人相談ハンドブック」作成事業（あいちモリコロ基金助成事業）

「多文化共生データブック（仮）」の作成

愛知県多文化共生コミュニティ支援事業

外国人住民の社会参画促進事業

多文化共生理解促進事業

多文化共生社会づくりに関する情報及び人材のネットワーク構築事業

多文化共生リソースセンター東海

事業予定
2011 年度 （2011 年 6 月～ 2012 年 5 月）
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クローズアップ

たくさんの人が身近な外国人コミュニティを知り、異文化と出会う

きっかけをつくるため、外国人の経営する飲食店・販売店を紹介す

るフリーペーパーを発行します（年 3回発行予定）。

平成 24 年度からの 3～ 5年を範囲とした中期計画の策

定に取り組みます。創業期から展開期へ、活動方針や運

営体制の見直しを行います。

外国につながる子ども及び保護者を対象に、将来なりたい職業に就

くためにはどのような進路を選択する必要があるかを考えるための

ガイダンスを開催します。

「多文化グルメガイド（仮）」の発行

新スタッフ紹介

研修スタート

中期計画の策定

愛知県進路進学ガイダンス

愛知県多文化共生コミュニティ支援事業 (緊急雇用創出事業）

9 月 15 日より、本事業を担当するスタッ

フが新たに 7人加わりました。ブラジル、

ボリビア、中国、フィリピン、コリア、日

本と多様な文化的背景をもったメンバーで

す。青年海外協力隊、外国人自助組織の運

営、海外留学などの経験に加え、ポルトガ

ル語、スペイン語、中国語、タガログ語、

英語等、得意な言語を生かして、外国人自

助組織の活動をサポートします。

チーム力を高めるワークショップ、多文化共生や外国人自助組織についての講義、

ヒアリング調査のロールプレイ、資格取得にむけた語学試験対策など、スキルアッ

プのための様々な研修を行っています。なかでも、今後の多文化共生社会づくりに

向けたディスカッションでは、熱い議論が交わされました。詳しくは次のページで

ご紹介します。

その他、目的の達成に必要な事業

「外国につながる子ども」の健全育成に関する事業

７たぶんか便り



多文化共生について
考える

A

B

A

B

情報の多言語化を充実させるべき　

日本語学習の機会を充実させるべき　

 1. あなたの考えはどっち？ 今後、日本社会は・・・

A

◆仕事で短期間しかいない人もいる。日本語学習には最低でも 1,2 
　年はかかるから、日本語が分からない人に　も情報を届けるた
　めに多言語にするべき。
◆地下鉄のアナウンスが多言語で流れていると、興味がわく。外
　国人も日本の経済を支えているから、外国人が日本語を覚えれ
　ばいいというのではなく、日本人側も歩み寄るべき。
◆多言語化が充実していれば、来日直後の人でも情報を理解できる。

◆社会になじんだり、日本人の友達をつくったりするために　
　は日本の学校に行くべき。
◆学費が安い。

を選んだ人の意見

を選んだ人の意見

B

を選んだ人の意見

を選んだ人の意見

◆多言語で情報提供をする場合、情報が届くまでに一定の
　時間が必要。自分で日本語を勉強すれば、緊急時もすぐ
　に情報を得られる。ワンクッションがいらなくなる。
◆日本語を話すことができれば、様々な仕事に就けるよ
　うになる。
◆すべてを多言語化したら、外国人は皆日本語を勉強し
　なくなってしまうのでは？

◆多様性を認めるべき。
◆外国人学校に行くことで同胞の友達に出会えるし、　
　アイデンティティを保てる。日本の学校に行ったら
　アイデンティティは日本人で、国籍だけ外国人にな
　るのでは？
◆義務教育の中で母語を学べる機会があると良い。

多言語化をする場合どのような内容を何か国語で提供するのか、日本語学習はだれが、どうやって、どの程度まで行うのか
等、さまざまな問題点がありますが、現在、日本では情報の多言語化と日本語学習の機会の充実が別々に考えられています。
しかし、これらは本来セットで考える必要があります。日本で暮らしていくうえで日本語を理解できるようになることは大
切です。しかし、語学の習得には一定程度の時間が必要です。もし来日直後の外国人が命にかかわる病気や事故に直面した
ら…。日本語力の差が生死の境になってはいけません。日本社会は、情報の多言語化、日本語学習の機会の充実の両面にお
いて、日本で暮らす外国人住民が最低限生活に困らないよう、保障を行っていく必要があると私たちは考えます。

　　　　　　　　　　　　　　現在、日本には 213 万人 * を　

　　　　　　　　　　　　　　超える外国人が暮らしています。

　　　　　　　　　　　　国籍や民族などの異なる人々が、互い

　　　　　　　　　 　の文化的違いを認め合い、対等な関係を

築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていくため

には、今後の日本社会はどのように進んでいくべきでしょうか。

言語、教育をテーマに、新規スタッフ研修で出た意見を踏まえて

考えます。* 平成 22 年末「登録外国人統計統計表」（法務省）より

A

B

外国人の子どもも義務教育の対象にするべき　

保護者が自由に学校を選べるようにするべき　

 2. あなたの考えはどっち？今後、日本社会は・・・

現在、日本国憲法の定めるところによると外国籍の子どもは義務教育の対象とはされていません。しかし、本人や保護者の希
望があれば、日本の公立小中学校に通うことができます。では、すべての子どもは日本の公立小中学校に行くべきなのでしょ
うか。外国人学校には、母国のアイデンティティを保持したり、母国の教育制度に基づいた授業が受けられるなどメリットが
あります。一方で、国ごとに義務教育年齢が異なったり、学校によっては施設が十分に整っていなかったり（体育館や音楽室
がない等）と、すべての学校を日本の教育基準を満たしていると認めるにはまだまだ課題もあります。すべての子どもたちが
国籍や民族の違いにかかわらず、等しく教育を受けられるよう、今後も双方の課題を検討し、改善していく必要があります。

８ たぶんか便り



8 月のとある日、事務所の近くでかわいい姉妹に出会いました。小学校 5年生のサパナちゃんと

2年生のサンバちゃん。2人はご両親のお仕事の関係で、インドから日本へやってきました。

子どもたち誰もが楽しみにしている夏休み。2人に夏休みの思い出を尋ねると、素敵な絵日記を

書いてくれました。

カンデルサパナ ちゃん

カンデルサムバワナ ちゃん

　９たぶんか便り
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○
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Washington DC

New York

「家族のルーツを知りたい～地震が教えてくれたこと～」

　デビーさんは 50 代の女性。おばあさんが日本人である。「日

本語で話すことも書くこともほとんどできません。私はア

メリカで生まれ、英語の環境の中で育てられ、食事もごく

まれに日本食を食べる程度でした。祖母の出身地は宮城県

であり、親戚が宮城周辺にたくさん住んでいると生前よく

言っていました。この間の地震で “Miyagi” の単語をよく見

聞きし、会ったことはないのですが、その地域に自分と関

わる親戚がいると思うと、すごく心配になりました。あの

地震以降、自分や家族のルーツに大変興味があります。で

きることなら、日本に今いる自分の親戚を探し出し、会っ

てみたいです」と話した。

「日本の土をまた踏みたい」

　リジーさんも 50 代の女性、母親が日本人だ。「日本人の

血が入っているのに、英語しか話せないことが残念です。

日本食も外で食べることはあっても自分では上手く作れま

せん。日本の親戚と会った時も日本語で会話することがで

きなかったし、悔しかったです。今度は少しでも話せたら

と思っています。また、長崎に行きたいです。美しい日本

の四季を見ることが大好きですから」と話してくれた。

「日本語が話せない、書けない」

　マーガレットさんは 40 代の女性、彼女も母親が日本人だ。

「私は日本語を聞いて、大体の意味を理解することはでき

ます。でも、日本語で読み書きしたり、話したりすること

はできません。せっかく日本人の母親がいるのに残念です。

たまに自分が何人なのかわからなくなることがあります。

実は日本には小さな時にしか行ったことがないので、この

歳になった今だからこそ、また行ってみたいし、母親の故

郷をこの目で見たいです。日本の文化は美しいし、大変興

味があります」と答えた。

「自分のルーツの言語をマスターしたい」

　テイトさんは 30 代前半の男性だ。ご両親もアメリカで

生まれ育った日系人で、外見は日本人の若者と何も変わら

ない。「自分も両親も日本語より英語でコミュニケーション

をとったほうが楽なので、自然と家庭内の言語は英語です。

日本の文化には興味はあるけど、自分たちの生活に取り入

れるほどではなかったです。ですが、この歳になり、漢字

も書けるようになりたいし、日本の文化を生活の一部に取

り入れてみたいと思い、コミュニティカレッジで日本語を

勉強したり、お米を食べてみたり、畑で野菜を作ってそれ

を漬物にしてみたりしています。書道で漢字を書いてみた

いし、俳句も作ってみたい！日本文化にこれからも積極的

に接し、祭りなどのイベントにも顔を出し、新たな自分に

出会いたい」と話した。

　

　日系人の方々にインタビューをさせていただき、彼女ら

の家庭では日本文化がほとんど見られなくなってしまって

いることを知った。しかし、皆、自分のルーツである日本

に大変興味を持っているようであったし、遠く離れた場所

であっても「ＪＡＰＡＮ」に対し、誇りを持って生きてい

るように見受けられた。私は自分も海の向こうで、日本の

新たな魅力に出会えたような気がした。  （文責：永井真衣香）

　

シアトルで日本を探す！―日系人インタビュー調査を通じて―
　シアトルがあるワシントン州は、全米 50 州の中で 4 番目に日系人居住者（日本人居住者も含

む）の数が多い州である。地理的に日本から近いこともあって、120 年以上も前から日本人移

民の多くがこの地に留まり、｢日系人コミュニティ｣ を形成していった。私は、シアトルの日系

人コミュニティと彼らのアイデンティテイを知るべく、この夏、単身シアトルへと渡った。日

本にルーツを持つ日系人の家庭の中では、今なお「日本文化」が保持されているのであろうか。

私はその答えを探し出すため、4 名の日系人にインタビューを行った。

世

多 文化事情

界の 米国編

写真：シアトルのランドマークである
　　　スペースニードル

写真：祖母が日本人というルーツをもつデビーさん ( 右）

１０ たぶんか便り



日本
の
食 物べ

驚い
た！

「食べる」ことは、生活の基本です。あなたが
日本に来て一番初めに触れた日本文化は、もし
かしたら食文化ではないでしょうか？各国に
は、 独自の食文化があります。あなたが日本に
　初めて来た時に食べたもので、驚いたもの
　　は何ですか？自国の食文化とどこが違
                 うのか教えて下さい。

イラスト ： じゅんじゅん

　　　　　　　　　日本人はよく

　　　　　　　　ラーメンとご飯

　　　　　　　を一緒に食べます。

タイでは、ラーメンもご飯も主食な

ので驚きました。また、タイ人は静

かに食べる習慣があるので、麺を食

べる時、つるつるという音を立てま

せん。食べ方については、日本人は

たいてい箸から直接口に入れます

が、タイ人は麺をスプーンに入れて

から食べます。  （メイさん　タイ）

アメリカ（私の育ったミシガン周辺）では、

うなぎを食べる習慣がないので、うなぎ

を食べていることに驚きまし

た。名古屋に来て、うなぎを

お茶漬けのようにして食べる

ことにさらに驚きましたが、

とてもおいしく、あのうなぎ

のたれの甘さが、アメリカ人の

口にも受け入れられると思いました。

　　　　　　　　 （ミーガンさん　アメリカ）

　　　　　　　

　お寿司屋さん

　でお刺身を頼

　んだら、魚の

頭が、船のよう

な器に盛られて出てきました。盛ら

れている魚の息絶えた目を見たら、

涙がでてくるぐらいショックで、「な

んて残酷な！」と思いました。私の

個人的な経験では、フィリピンであ

のような盛り付けを見たことがない

のですが、あの魚の頭も日本料理の

盛り付けの美しさの一部になってい

ると思うと複雑な気持ちです。

　　（ジャネットさん　フィリピン）

 日本では生の魚を

食べる習慣がある

ということを聞かさ

れていたので、刺身やお寿司には驚かな

かったですが、逆に、海老フライのよう

に本来寿司のネタになりうるものを、フ

ライにしてしまうことには驚きました。

私にとっては、海老フライは新たな食の

発見でした。フィリピンで私は海老フラ

イを見たことがありません。

　　　　　　　（ノエミさん　フィリピン）

ベトナムにはフォーという麺料理があります。自分の中で麺＝細

いものという固定概念がありましたが、うどんやきしめんを見て、

麺には太いものがあるということを知り驚きました。うどんは、

もっと辛い味がするものかなと思っていましたが、意外に味が甘

くビックリしました。また食感は想像し

ていた以上にモチモチしていました。

　　　　　　（ヴァンさん　ベトナム）

台湾ではアボカドを料理に使用する場合もあり

ますが、多くは牛乳とミックスしてジュースを

作ります。しかし、日本に来て驚いたのは、普

通にほかの食材と一緒に食べられていることで

す。例えばサラダやエビアボカド寿司などがあ

ります。「なま」でアボカドの味

を味わえること以上に、意外に

　マヨネーズや他のドレシッン

　グに合うのは、アボカドの再

　発見とも言えます。

　　　（ヤーティンさん　台湾）

　

黒色のかりん

糖が袋詰めさ

れ、売られて

いるのを見て、

ゴキブリか何かを焼いたか乾燥させたもの

だと思い、日本人は虫を食べるのかな？と

ビックリしましたが、それは虫ではないこ

とが分かり、食べてみたら、自分が想像し

ていた以上にとても甘かったです。

　　　　　　　　　（テイさん　ベトナム）

　　　　　　　　　　　納豆の味と

　　　　　　　　　　　臭いは、余          

　　　　　　　　　　　りにも強烈

で一生忘れられません。フランス

にも、チーズなど発酵の技法を使っ

た食べ物がありますが、豆を発酵

し、それを食品として色々な形に

利用することは何とも日本らしい

と思います。それにしても、あの

臭いはどこからくるのですか？納

豆は本当に不思議な食品です。

　　　　　　（ルイさん　フランス）

うどん アボガド

ラーメン

ひつまぶし

かりん糖

エビフライ 納豆

刺身の舟盛り
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編集
後記

イラスト：じゅんじゅん

二年目に突入したニュースレター

の発行。より多くの方に届ける

ため、今年度より発行部数を増やし

ました。このニュースレターが多文化共生

を知るきっかけになればうれしいです。

　　　人や文学との出会いを通し
て、いつも生活のなかに、新鮮さ
と面白さを見出せる。そして期待
する。

唯一の男性編集スタッフで

す。肩身の狭いなか、負け

ずにイラストとレイアウト

がんばってます。

自分の見聞したこと

を「文字」で表現するという

ことは、「自分」というフィ

ルターがあるのでとても難し

い。だけど、伝えたい！ い

つまでも…。
ニュースレター編集に参加してくれる
　仲間を募集しています。異文化体験がしたい、語学を生かしたい、
文章を書くのが好きな方など、お気軽に
お問い合わせ下さい。

サポーター会員大募集！団体正会員　年会費　20,000 円個人正会員　年会費　5,000 円賛助会員　　年会費　3,000 円寄付　　　　一口　　1,000 円＊ご支援頂ける方は下記までご連絡下さい。多文化共生リソースセンター東海
〒 453-0021 愛知県名古屋市中村区
　　　　　松原町 1-24 COMBi 本陣 N203 
℡ :052-485-6150　FAX:052-485-6155
E-mai:l mrc-t@nifty.comblog:http://blog.canpan.info/mrc-t/発行：（特活）多文化共生リソースセンター東海

発行責任者：土井佳彦編集スタッフ：河村槙子 (編集長 )　
　張雅婷　永井真衣香  近藤淳宗
発行日：2011 年 / 平成 23 年 9 月 30 日発行

まっき～

じゅんじゅん

まいまい

( 河村槙子 )

多文化共生リソースセンター東海
事務局長

ヤーティン ( 張雅婷 ) 台湾出身の
 名古屋大学大学院生

( 近藤淳宗 )

外国人技能実習生に

関わる仕事をしています

( 永井真衣香 )

金城学院大学大学院
研究生

国際社会学専攻

　

２
０
０
８
年
に
、中
国
人
女
性
作
家
の
楊
逸
（
ヤ
ン・

イ
ー
）
が
『
時
が
滲
む
朝
』（
２
０
０
８
文
藝
春
秋
）

で
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
、
日
本
語
で
小
説
を
書

く
外
国
人
作
家
た
ち
が
注
目
を
集
め
は
じ
め
た
。
実
は

１
９
９
０
年
代
前
後
か
ら
ア
メ
リ
カ
出
身
の
リ
ー
ビ
英

雄
（Ian Hideo Levy

）
が
既
に
日
本
語
で
小
説
を
書

い
て
お
り
、
彼
に
加
え
て
ス
イ
ス
出
身
の
デ
ビ
ッ
ド
・

ゾ
ペ
テ
ィ
（David Zoppetti

）
や
イ
ラ
ン
人
女
性
作

家
シ
リ
ン
・
ネ
ザ
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台
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又
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が
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に
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。
そ
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文
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よ
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ま
た
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れ
る
。
例

え
ば
、
シ
リ
ン
・
ネ
ザ
マ
フ
ィ
が
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦

争
を
描
く
『
白
い
紙
』（
２
０
０
９
文
藝
春
秋
）
や
、

リ
ー
ビ
が
現
代
中
国
で
の
見
聞
き
と
１
９
５
０
年
代
後

半
の
台
湾
で
の
記
憶
を
交
差
的
に
描
い
た
『
天
安
門
』

（
１
９
９
６
講
談
社
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
上
記
で
紹
介

し
た
日
本
語
で
書
く
外
国
人
作
家
た
ち
は
自
身
の
越
境

経
験
を
生
か
し
て
、
豊
か
な
文
章
表
現
や
想
像
力
に
満

ち
た
小
説
を
読
者
に
贈
っ
た
。

　
今
年
に
入
っ
て
、
外
国
人
作
家
た
ち
が
日
本
語
で
書

い
た
小
説
を
他
国
の
言
語
に
翻
訳
し
刊
行
す
る
と
い
う

逆
輸
出
の
現
象
が
起
き
て
い
る
。
１
月
に
、デ
ビ
ッ
ト・

ゾ
ペ
テ
ィ
の
『
い
ち
げ
ん
さ
ん
』（
１
９
９
７
集
英
社
）

が
英
訳
さ
れ
た
『Ichigensan - The Newcom

er

』

（
２
０
１
１
大
猿
ブ
ッ
ク
ス
）
が
出
版
さ
れ
、
そ
の

後
、
リ
ー
ビ
英
雄
の
『
星
条
旗
の
聞
こ
え
な
い
部

屋
』（
１
９
９
２
講
談
社
）
が
英
訳
の
『A Room

 
W

here The Star-Spangled Banner Cannot Be 
Heard: A Novel in Three Parts

』（2011Colum
bia 

University Press

）
を
刊
行
し
た
ほ
か
、
ア
メ
リ

カ
９
１
１
事
件
を
描
い
た
『
千
々
に
く
だ
け
て
』

（
２
０
０
５
講
談
社
）
の
中
国
語
訳
も
進
ん
で
い
る
よ

う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
か
ら
、
小
説
が
さ
ら
に
世

界
に
広
が
り
、
多
く
の
読
者
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。

　
日
本
語
そ
の
も
の
が
仮
名
と
漢
字
を
併
用
し
、
さ
ら

に
単
語
の
中
に
外
来
語
や
和
製
英
語
等
が
見
ら
れ
る
包

容
性
を
持
つ
言
語
と
も
言
え
よ
う
。
そ
の
た
め
、
こ
れ

ら
の
外
国
人
作
家
た
ち
は
日
本
語
の
表
現
で
し
か
伝
え

ら
れ
な
い
感
情
や
感
覚
が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
、
自
ら

母
国
文
化
や
伝
統
、
考
え
方
等
を
文
学
作
品
に
化
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
代
日
本
文
学
に
新
鮮

さ
と
刺
激
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
で
、
中
国

語
の
場
合
は
、
西
洋
出
身
の
中
国
文
学
の
研
究
者
や
学

者
は
多
い
け
れ
ど
、
中
国
語
で
小
説
を
書
く
作
家
は
あ

ま
り
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
中
国
海
外
の「
華
文
文
学
」

と
い
う
領
域
は
あ
る
が
、
中
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
作
家

が
多
い
。

　
こ
れ
ら
の
日
本
語
で
書
く
外
国
人
作
家
た
ち
の
小
説

を
読
ん
で
、
わ
た
し
は
作
家
自
身
の
中
で
複
数
の
文
化

が
生
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
う
え
に
、
多
文
化
共
生

を
表
現
す
る
場
と
し
て
の

現
代
文
学
が
誕
生
し
つ
つ

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
。

　
　
　
（ 

文
責
：
張
雅
婷
）

 

― 

多
文
化
共
生
を
文
学
に
す
る 

―

日
本
語
で
書
く

外
国
人
作
家
た
ち

１２ たぶんか便り
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